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宮内彩　　東京生まれ。西町インターナショナルスクールを経て、スイス、ル・ロゼ高校、
米タフツ大学卒業。帰国後、パリ・ミラノ等世界のコレクションを取材。雑誌・新聞・
テレビ・ラジオ等でファッション・コラムニストとして活動。オークランド在住の中村嗣
氏と結婚のため、2000年より生活の拠点をＮＺに移動。01年、長男・章人君 ,02年、
次男・天人君誕生。子育ての合間を見て、旅・食・住等ライフスタイル全般のコラム
ニストとして英語及び日本語で執筆活動を続けている。著書は近代文藝社「おしゃれの
エッセンス」「おしゃれのエッセンス旅コレクション」（母・大内順子と共著）等。NZでの
生活のエッセイが載っているホームページはwww.ouchi-junko.com
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晴れの日の主役は、映画
スターになった気分で。

ウェディングドレス
＄4500

WEDDING

プリントのホルターと、
サテンのスカートで
フェミニンに。

スカート ＄750
ホルター ＄650

AFTRE 5

白黒ツイードのジャケ
ットは裏地がポイント。

ジャケット ＄1300
スカート ＄750
ブラウス ＄585

DINNER

プリントのシャツとカー
ディガンで、フェミニン
なトラッドスタイル。

シャツ ＄360
カーディガン ＄550
スカート ＄599

STUDY

ガラパーティには、ゴー
ジャスなスカートとシン
プルなトップで若々しく。

メリノセーター＄330
ロングスカート＄2950

GALA

　「オスカーの授賞式にはリズ・ミッチ
ェルの服を」と言ったのは「鯨に乗った
少女」で主演女優賞にノミネートされ
たケイシャ・キャッスル・ヒューズ。その
言葉の通り、ニュージーランド人にとっ
て晴れの日の装いの第一人者はリズ・
ミッチェルをおいて他にない。カジュア
ルでリラックスしたスタイルが主流の
NZデザイナーの中でも、唯一と言って
良い「正当派クチュールブランド」だ。
　リズが洋服の世界に入ったのは、演
劇やオペラの美術の仕事から。「ファッ
ションは表面的すぎ
るような気がして、仕
事としては興味があり
ませんでした。演劇の
舞台装置や衣装の方
が、インテレクチュア
ルに思えたのです」と
話す。舞台で経験を積
んだ後、TVNZの衣装
部の仕事を始めたの
は20年前のこと。ファ
ッション界を舞台とした番組「グロス」
を手がけ、多くのファッションピープル
やセレブリティとのつながりができた。
「この頃から、個人的にイヴニングドレ
スの制作なども初めました」。仕事で知
り合ったセレブたちの、プライベートの
注文が入るようになったからだ。「しば
らく、衣装の仕事と両立していたのです
が、10年前に『やっぱり私はファッショ
ンが好き』だという事に気づき、自分の
名前でブランドを始めることにしたの

です」。
　その頃には、リズ・ミッチェルの名前は
既に業界では知れ渡っていた。「ショート
ランドストリート」など人気番組を手が
け、多くの女優やセレブを友人に持ち、
彼女達のウェディングドレスなども手が
けるようになっていた。ブランドを立ち上
げてからの過去10年間は、ビジネスを
着実に伸ばし、特にウェディングに関し
ては、NZで右に出る者はいない。
　「ウェデイングドレスを注文されると、
花嫁の家族や友人達とも度々接するこ

とになります。数ヶ月
にわたり、晴れの日の
為に打ち合わせや仮
縫いなどを重ね、ファ
ミリーやブライダルパ
ーティ全員のドレスを
手がけることも度 で々
す。そして、結婚式の
後も、その女性達の多
くはリズ・ミッチェル
の顧客となって下さる

のです」。リズ本人がコンサルテーション
を施してくれるのだから、花嫁もお姫様
になったような気分に違いない。パリの
オートクチュールブランドでは、よほどの
セレブでもない限り、ウェディングドレス
を注文したくらいでデザイナー本人と話
をすることなどないものだ。
　また、忙しいエグゼクティブな女性た
ちを顧客に持つだけに、パーソナルなサ
ービスを得意としている。買い物に時間
をかけられない女性が、リズの元でワー

ドローブを一式揃えてもらうことも少な
くない。ビジネスの６割はmade to 
measure（注文服）、そのおよそ半分が
ウェディング関係のものだという。ケイ
シャがオスカー賞にノミネートされた
時も、彼女の旅のワードローブの為に、
ピンクのイブニングの他にも何点か手
がけている。「ケイシャとはノミネーショ
ン以前にロスで一度会っていて、面識が
ありました。後で聞い
た話ですが、以前から
ケイシャとお母さんの
間で、『何かの時には
リズ・ミッチェルにド
レスを頼もう』と話し
ていたそうです。オス
カー賞の訪米の時に
は、彼女のために２週
間の間に、６-７点の
洋服を作りました」。
そんな顧客のニーズに答えるサービス
を得意とするリズ。それまで年齢層の
高いイメージがあったブランドも、13歳
のケイシャが彼女の服を着たことで、若
い女性たちの間でも人気が急上昇して

いる。 
　10月に行われたNZファッションウィ
ークでは「Wallis in Wonderland」と名
付けられたコレクションを発表した。20
年代のグラマラスな時代、エドワード７
世とウォリス・シンプソンとのロマンスな
どからインスピレーションを受けている。
英国調のツイードやアーガイル、豪華な
スワロフスキーのクリスタルなどを使用

したり、30年代や40
年代のシルエットやテ
イラリングを現代的
に甦らせたものが主
流だ。
　イヴニングに定評
のあるリズだが、今年
はあえて、ディウェア
に重点とおいたと言う。
彼女のエグゼクティブ
な顧客達が仕事や社

交など全てのオケージョンで着る服を用
意している。今後クライストチャーチや
ウェリントンにも出店する準備をしてい
るため、プレタポルテを拡大する予定だ。
の映画界。NZ女優が世界の華やかな舞

Liz Mitchell

シャネルを思わせる、今
トレンドのツイードスー
ツでエグゼクティブに。

ジャケット ＄950
スカート ＄599

W
O

R
K

WEEKEND
ゆったりとしたカーデ
ィガンでリラックスして。

ブラウス ＄585
カーディガン ＄650
スカート ＄590

ウェストのベルトとコサ
ージュで今年らしさを。

ジャケット ＄1050
ベスト ＄390
スカート ＄650
ブローチ ＄80
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Liz Mitchell Retail / 415 Parnell Rd Parnell Auckland P: + 64 9 309 9854
クチュールアトリエ（要予約） Liz Mitchell Couture
Level 2, 280 Parnell Rd Auckland P: + 64 9 358 1778 F: + 64 9 303 3078


